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研究成果の概要（和文）：本研究は、ドイツ人女性の植民地への移住事業を担った「ドイツ植民地女性連盟」の
活動を取り上げ、「女性の領域」でのドイツの優位を説いて、われわれ／他者の構築に積極的に関与したことを
述べた。他方で男性上部団体の批判に対抗しながら自律的に活動し、女性の発言権の強化に貢献した。第一次世
界大戦末期には、右派ナショナリストの女性たちは、民主化の進展を恐れて女性参政権導入に反対した。階級、
民族、ジェンダーは複雑に絡み合っていて、民族や階級がジェンダー問題を進展させることもあれば、後退させ
ることもあった。しかし、ジェンダー間の差異を基盤とするナショナリズムも、確実に女性の政治化に寄与した
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The "German-Colonial Women's League" plaiying an important role for the 
migration of German women to the colonies argued German supremacy especially in the women’s sphere 
and constructed actively the difference of German and other peoples. On the other hand the League 
acted autonomously in competition with the men’s colonial League and contributed to the improvement
 of the staus of women. At the end of the first world war facing waves of democratization the right 
wing of nationalist women had to put class issues before gender issues and opposed to the 
introduction of women’s vote. As a whole nationalism basing on the gender difference contributed to
 promoting political consciousness and activity of women in various interactions of class, national 
and gender struggles. 

研究分野：ジェンダー
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１．研究開始当初の背景 

1990 年以降に活発化したネイション（国

民）・ナショナリズム研究の波は、歴史研究、

ジェンダー研究にも及び、私の専門とするド

イツ・ジェンダー史の分野でも、構築論的、

文化史的、ポスト・コロニアルな観点からの

研究が、アメリカやドイツの研究者によって

行われるようになった。そして現在では、従

来のネイションの枠組みからの女性の排除

ではなく、ネイションの構築には女性は不可

欠という包摂の見解が主流になり、その上で、

ネイションのなかで男女がそれぞれどのよ

うな役割を果たし、どのようなアイデンティ

ティを抱いたのかが問われるようになった。 

 日本では欧米のナショナリズムとジェン

ダーに関する本格的な研究がほとんどない

なかで、私はドイツのナショナリズムとジェ

ンダーに関する研究を 2011 年に科研の支援

を得て開始した。採用した枠組みは、ナショ

ナリズムを従来の政治史研究のように解放

的局面と攻撃的局面という二段階に分ける

のではなく、排除と包摂という観点からとら

える見方である。ナショナリズムは他者の劣

視と排除という攻撃性を一貫して内包する

とともに、包摂される人びとには参加と平等

の道を開いていく。女性も男性も、ネイショ

ンのなかに包摂はされているが、それぞれに

求められた役割はどのようなもので、それが

性差観や男女間のヒエラルヒーとどう関連

していたのか。前回の科研では、急進ナショ

ナリストのジェンダー観を考察し、彼らが本

質的だとみなしていた性差間および民族・人

種観をベースにして、ドイツ・ネイションの

進むべき道が決定されたことを明らかにし

た。ナショナリストは、異民族は排除するが、

女性に関しては、ネイションには包摂しなが

ら、女性がネイションでの「男性の領域」に

入ることは拒否し、進出の試みには徹底的に

対抗した。ナショナルな運動を推進する女性

たちは「女性の領域」で、民族・人種的な他

者を排除しながら女性独自の活動を展開し

たが、その過程で「ジェンダー間の境界を」

を越え、男性ナショナリストと対立すること

もあった。女性にとって「女性の領域」にと

どまることの魅力と、運動することによるネ

イションへの参加と女性たちの政治化につ

いて、より詳しく考察したいと考えた。 

 

２．研究の目的 
 

ドイツの右派ナショナリストは、男性も女

性も他者との差異をベースにわれわれの一

体化を目指していたが、その実現過程の一つ

である植民地の獲得およびその統治過程に

注目する。その過程で、われわれ＝民族とし

てのドイツ人／他者＝植民地化された民族

の差異化はどのように行われ、その結果、ど

う他者に対するドイツの優位が強調され、そ

れを貫徹していったのか。そして、このプロ

セスに女性たちは、どう参加していったのか。

そして、その活動のなかで女性のネイション

への参加と政治化は、どう推進されたのか。

そして性差を自らの政策立案のベースの一

つに据えている男性ナショナリストは、この

女性の活動をどう捉え、女性の政治化にどう

対抗していったのだろうか。 

これらの点を具体的に明らかにするため

に、「ドイツ植民地協会女性連盟」の活動に

注目する。ドイツの植民地では、１９０５年

以降、ドイツ国籍をもつ混血児の誕生がドイ

ツの価値を低下させるという理由で、当初可

能だった現地女性との結婚が総督府レベル

で禁止された。これによりドイツ人女性を植



民地に移住させる必要があったが、男性だけ

ではこの活動がスムーズに進まなかったた

め、「ドイツ植民地協会女性連盟」が結成さ

れて、この活動を担うことになった。植民地

は、教育、衛生、健康、家政など多くの分野

で女性の活動領域を提供し、女性たちはドイ

ツの血と文化を守るために活発に活動した。

この経緯をたどることによって、女性たちに

よる、われわれ／他者の構築過程が解明でき

るはずである。 

また「ドイツ植民地協会女性連盟」をはじ

め、ナショナルな女性組織の一部は、女性の

地位向上をめざす「ドイツ女性団体連合」に

加盟し、自律的に活動するようになった。こ

の行為は、「女性の領域」のなかだけではな

く、男性の指導下での女性の活動を望んでい

た男性たちから強く批判された。こうした男

女の対立を見極めることによって、男性との

妥協や譲歩の過程を含めて、女性がどう自律

化や政治化を推進したのか、そこにナショナ

リズムはどう関連しているのかを具体的に

解明する。１９１０年代以降、とりわけ第一

次世界大戦末期には、ナショナリスト勢力の

共通の敵である、社会民主党勢力が伸長し、

ナショナリストの女性たちは、ジェンダーの

問題だけではなく、階級間の問題への対処も

せまられることになる。政治状況が変化する

なかでのナショナリストの女性たちの具体

的な活動を見ることによって、ジェンダー、

民族、階級の絡み合いについて、考察したい。 

 
３．研究の方法 
まず植民地とジェンダーならびに戦争と

ジェンダーに関する研究動向を把握した。そ

の後、ネイション、ナショナリズム、植民地、

ドイツ植民地協会連盟、ドイツ植民地協会女

性連盟、ナショナリスト系女性団体などに関

する史料を、日本の図書館、ドイツ国家図書

館、いくつかの文書館で収集した。収集した

史料を整理・分類し、これに基づいて論文の

構想を考えた。今回は、ドイツと日本の事例

を比較するため、日本の参政権や反参政権、

ポストコロニアルの観点からとらえた日本、

戦争と性暴力などについても研究した。 

 
 
４．研究成果 

「ドイツ植民地協会女性連盟」は、ドイツ

から植民地への女性の移民の推進に関して

上部団体の「ドイツ植民地協会連盟」よりは

るかに大きな成果を達成した。家庭という

「女性の領域」は、ドイツの血と文化を守る

かなめだと考えた彼女たちは、移民女性の事

前教育などで、不潔で繊細な仕事ができない

現地人とドイツ人との違いを強調し、ドイツ

の優位を構築するとともに、植民地において

もドイツ的家政を実践するよう、訴えた。植

民地に移住したドイツ女性の生活報告から

も、こうした意識が浸透していたことがわか

り、「女性連盟」だけではなく、移住女性た

ちも、われわれ／他者の構築に積極的に参与

していた。異人種婚に関しても、オリエンタ

リズムに特徴的な現地女性の性的誘惑が語

られ、彼女たちと結婚した場合、家庭生活の

水準もドイツ的なものとはくらべものにな

らないくらい低下し、現地人の肌の色をもじ

って、ドイツ人のコーヒー化が嘆かれた。ド

イツの帝国議会でも異人種婚をめぐり激し

い議論が行われ、本国レベルでこれを禁止す

るには至らなかった。 

男性の団体である「ドイツ植民地協会」の

指導下での「ドイツ植民地協会女性連盟」の

活動を望んでいた男性たちは、活動の成果が

あがるにつれて女性が自律性を強め、女性の

地位向上をめざす「ドイツ女性団体連合」に

加盟したことに憤りを抱き、女性たちと激し

く対立したが、女性たちは自らの見解を貫い

た。「女性連盟」の「連合」への加盟理由と

しては、女性の地位向上に理解を示す会長の

就任に負うところが大きく、「植民地連盟」

内部のことに限らず、女性の領域での女性の

発言権を強めようとした。植民地以外のナシ



ョナルな傾向を抱く人たちも、自分たちが何

もしないとリベラル系が伸長すると判断し、

過去に形成していた女性団体に加えて、特定

の右派政党を支持ないし、そのために活動す

る組織を形成し、女性の政治化は確実に進ん

でいった。女性の政治化の推進には、社会民

主党系やリベラル系とならんでナショナリ

ズム系も確実に関与していたといえる。 

第一次世界大戦が勃発すると、女性団体は

「連合」を中心とするリベラル系、社会民主

党系、カトリック女性団体が協力して「女性

祖国奉仕団」を形成したが、愛国女性団体な

ど、右派ナショナリストの女性団体は独自な

活動を展開した。戦争末期になり、社会が民

主化され、女性参政権導入が現実味を帯びて

きたとき、右派の女性たちは、社会民主党お

よびリベラルの力を強める民主化には絶対

反対し、女性参政権に賛成ないし保留の立場

をとっていた女性たちは、明確に女性参政権

に反対するようになった。女性参政権より民

主化を阻止し、君主制を擁護することが重視

されたのだ。ジェンダー関連の事項は、決し

てそれ独自に決定されていったわけではな

く、ジェンダー、民族、階級の絡み合いのな

かで進んでいった。 

女性参政権と反女性参政権に関するナシ

ョナリストを含めた関係者の活動とその結

果については、日本との比較の観点から論文

を執筆するとともに、国際学会でも報告した。 

他にも、独ソ戦下のドイツ兵の性的接触を

扱ったミュールホイザー『戦場の性』（岩波

書店、2015 年 12 月）を監訳し、その関連で

性暴力を中心とするドイツ兵の戦場の性と

人種観、さらにその記録と記憶について日本

との比較の観点から考察し、いくつかの学会

や研究会で報告した。 
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